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1 はじめに
近年，音声処理技術の向上により，音声対話システム

の研究が盛んに行われてきている．コーパスベースシ
ステムでは，個別の発話に対応したルールを作成する必
要がなく，発話の多様性にロバストに対応可能なことが
期待できる．S.Youngは，各要素技術に対し確率的なア
プローチを採用することにより，低コストでかつロバス
トなシステム構築を提案している [3]．我々はこれに対
して，大規模な事例データを利用したアプローチを採用
する．
本稿では，大規模な意図タグつき音声対話コーパスを
利用した音声対話システムの構築について述べる．本手
法では，発話理解，対話制御，応答生成の音声対話シス
テムの主要な構成要素のすべてをコーパスベースで作成
した．評価実験の結果，コーパスベース音声対話システ
ム特有の傾向が明らかになり，事例の追加による性能向
上について確認した．

2 意図タグつきコーパス
本研究では，名古屋大学統合音響情報研究拠点

（CIAIR）が収録した車内音声対話コーパス [1] のレス
トラン検索対話を利用した．レストラン検索対話はドラ
イバとオペレータとの間で交わされたドライバ発話，オ
ペレータ発話からなる．これらの発話にはすでに，事例
を用いた対話処理のために設計されたレストラン検索タ
スクに依存した意図タグが付与されている [2]．原則と
して意図タグは，一発話に対して一つ付与されている．

3 コーパスベース音声対話システム
意図タグつきコーパスを利用してレストラン検索音

声対話システムを構築した．本手法による対話システム
の構成は図 1のようになる．各モジュール間での情報の
やり取りに意図タグを用いることにより，対話全体の流
れを意図タグの流れとして捉えることができる．すなわ
ち，意図タグという抽象化した情報により対話全体を処
理できる．例として，実際の対話の流れとその処理に用
いる情報で図 2に示す．
入力発話 U1「どこかにおいしいイタリア料理の店は

ない」に対し，まず，発話理解によりその意図が「依頼+
検索+店」であると推定する．推定された意図と入力文
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図 1: コーパスベース音声対話システムの構成

U1 : どこかにおいしいイタリア料理の店はない
S1 : イルソーレになります
U2 : そこは予約できるの
S2 : 予約は必要になっています
U3 : じゃ予約する
S3 : 人数のほうは
U4 : 四人で
S4 : ではイルソーレに予約しておきます
U5 : はい
S5 : はいイルソーレまでではご案内させていただきます

入力意図：依頼+検索+店キーワード：イタリア料理応答意図：陳述+提示+検索結果+店名
CW：イルソーレ

処理の流れ
入力意図：陳述+提示+予約情報+人数キーワード：四応答意図：表明+予約+店

CW：イルソーレ
図 2: システムの動作例

から「イタリア料理」という名詞を検索用キーワードと
して抽出し，データベースを検索し，「イルソーレ」と
いう店の情報をコンテキスト情報として保持する．もし
入力発話の意図がU4の「陳述+提示+予約情報+人数」
のように具体的な情報を含むものを示す意図であるなら
ば「四」という数をキーワードとして抽出する．これら
のキーワードは，入力発話を形態素解析した結果から，
該当する品詞の形態素を取り出すことにより獲得する．
次に，対話制御により入力発話意図「依頼+検索+店」
に対する応答発話意図として「陳述+提示+検索結果+
店名」を決定する．応答文生成には，発話意図に加えて
具体的な情報（Contents Words，CW）を与える必要が
ある．CWは 1個以上の名詞からなり，コンテキスト情
報から出力される意図に沿ったものや，現在の対話の状
況にあったものをルールによって選び出す．U1に対す
るの応答意図は「陳述+提示+検索結果+店名」である
ため，CWとして「イルソーレ」という店名を与える．



表 1: 実験に利用した事例
実験 1 実験 2

発話理解 188名 3,810発話 483名 5,629発話
対話制御 188名 7,113発話 483名 12,743発話
発話生成 72名 2,546発話

最後に，応答意図と CWによって応答生成で応答文 S1
を生成する．
3.1 発話理解
コーパスベースの発話理解では，直前の発話の意図タ
グが一致する事例文と入力文との類似度を計算し，類
似度が最も高い事例文の意図を入力文の意図とする [2]．
類似度計算には，形態素 (固有名詞に対しては単語クラ
ス情報)の一致度を利用する．
3.2 対話制御
システム応答発話意図を得るために，意図タグつき
コーパスから作成した意図タグの 3-gramによる対話モ
デルを利用する．発話理解から得た入力発話の意図とそ
の直前に行われた発話の意図が一致したものから，尤度
の最も高いものを選ぶ．失敗した場合は 2-gramを用い
て応答発話意図を決定する．
3.3 発話生成
本手法では，コーパス中のオペレータ発話についての
発話意図，係り受け構造，単語の意味属性情報を付与し
た事例データベースを利用する．
まず，事例データベースからシステム応答発話意図に
対する事例を抽出し，事例中の単語を CWに置き換え，
係り受け構造を複数生成する．次に，生成した係り受け
構造に対し，係り受けの非交差性，後方修飾性を満たし
たあらゆる語順で表層文を生成する．
生成された応答文には，不自然な表現になっているも
のや，詳細な意図が異なってしまうものもある．そこで，
前述の発話理解と同様の手法で応答発話意図と合致する
発話文を選び出すようにフィルタリングを行い，その中
の一つを出力として選び出す．

4 評価実験
4.1 実験の概要
本手法をWindowsXP上に言語として Java，形態素
解析をChasen[4]，データベースをMySQL[5]を用いて
実装し，評価実験を行った．評価実験はデータ量が異な
る 2つの事例を用いて行った (表 1)．テストセットは，
事例データとは別の 100名分の対話より抜粋した 100タ
スク 483発話のドライバ発話をテストセットとして利用
した．
4.2 実験結果
各構成要素における正解率を表 2に示す．評価基準と
して，発話理解と対話制御はテストセットの意図タグと
の客観評価で行い，発話生成については，生成された発
話文を入力文と照らし合わせて主観評価で行った．タス
ク達成率は入力された一連のタスクにおける主観評価に
より測定した．
得られた正解率，タスク達成率ともに必ずしも満足
のいくものではなかった．また，事例を増やした場合で
も，発話理解，対話制御の正解率については大きな効果
が得られなかったが，発話生成の正解率及び，タスク達
成率は向上した．これは，事例を増やしたことにより，

表 2: 実験結果（100タスク 483発話）
学習データ 実験 1 実験 2

発話理解の正解率 60.04%(290) 60.87%(294)

対話制御の正解率 36.23%(175) 37.27%(180)

発話生成の正解率 61.08%(295) 64.80%(313)

タスク達成率 17.00%( 17) 26.00%( 26)

表 3: 高頻度意図の応答文正解率
入力文の正解意図 出現数 実験 1 実験 2

依頼+検索+店 106 89.62% 83.96%

陳述+選択+店 85 61.18% 65.88%

依頼+再検索+店 48 77.08% 79.17%

陳述+選択+ジャンル 48 85.42% 83.33%

陳述+提示+意思内容+肯定 43 34.88% 62.79%

依頼+案内+店 25 32.00% 32.00%

陳述+提示+意思内容+了解 24 37.50% 50.00%

タスクの最後に余分な応答をしてしまう問題が改善され
たことによる．
テストセット中の出現頻度上位 7種類の発話意図につ
いて，発話生成の評価結果を表 3に示す．
表から，発話意図によって正解率に大きな違いが出て
くることが確認できた．対話のはじめに出現する「依
頼+検索+店」を入力発話意図としてもつ発話に対して
は高い正解率が得られた．しかし，対話の終わりのほう
に出現する「依頼+案内+店」の発話は，生成したシス
テムの応答発話意図が必ずしもテストセットのものとは
一致していないため，途中で対話が破綻し失敗すること
が多かった．また，「はい」といった「陳述+提示+意思
内容+肯定」や「陳述+提示+意思内容+了解」の発話
に対しても正解率は低くなった．これは，表層的には両
者の区別がつかないことや，その発話自体に特別な情報
を含まないことから，次に発話すべき表現が見つからな
いためであると考えられる．これに関しては，事例を増
やすことによってある程度改善されることを確認した．

5 おわりに
本稿では，コーパスベースの音声対話システムの構築

について述べた．本手法によって構築したシステムで，
100タスク 483発話のドライバ発話に対して評価実験を
行った結果，扱うには困難な入力発話の種類が存在する
というコーパスベース音声対話システムが持つ特有の傾
向が明らかになった．また，利用する事例の追加による
性能向上を確認した．
なお，テストセットを用いた評価実験では，途中で対
話が破綻するという現象があったため，今後は，被験者
を用いた評価実験を行う予定である．
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